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㸯㹂㸮３ 

新たなᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン出に向けた⏘学ᐁ連ᦠのコーディネート 

㹼高知┴工業会との連ᦠによる結⃰⦰ࢩステ࣒㛤発のయไ構築㹼 

 

 （బ⸨ᬸ㸪㛗山ဴ雄㸪ᯇ本Ὀ㸦高知工科大学ۑ

 

㸯㸬ࡵࡌࡣ 

 高知工科大学㸦௨ୗ、「本学」という）では、ᆅඖ中ᑠ業との連ᦠによりスラリーアイス〇造⨨

の〇ရ化にᡂຌした。生㩭㨶㢮の㩭ᗘ保持に㐺するịが生⏘できるこの〇ရは、すでにᆅ域ࣈラン

ド化のྲྀ⤌ࡳ等に㐺用されている。本学では、本ᢏ⾡を活用した新たな展㛤として、ᾮ状㣗ရのỈ

分のࡳをịにして⃰⦰する、これまでにない結⃰⦰⨨の研究㛤発にྲྀり⤌ࢇできた。現ᅾでは、

新たな⏘学ᐁ連ᦠによる研究㛤発యไのもと、新〇ရの事業化に向けた研究㛤発に╔手するまでに⮳

っている。このయไ構築のᐇ現にᙜたり、㸦社）高知┴工業会の会ဨ業に対して、研究㛤発に参画す

る事業者の一⯡公ເをึめて行った。この㝿、本学社会連ᦠ部が同会事務ᒁと連ᦠし、会ဨ業の

連⤡や調ᩚ、参画機関との情報ඹ᭷と意ᛮ確認、全యの事業化構やಶ別の役分担のタ定等のコー

ディネータ役を果たした。これまで高知┴では、大学と工業会が⤌⧊的に連ᦠして、大学のᢏ⾡ࢩー

といえる。こうࡳ⤌を生かした研究㛤発యไを構築したはなく、新しいྲྀりࡳを᰾にྛ業のᙉࢬ

した事の中で、本発⾲ではඛず、スラリーアイス〇造⨨の事業化に⮳る㐨のりについて⡆༢に⤂

する。続いて、結⃰⦰ࢩステ࣒の㛤発に向けた研究㛤発యไの構築の⤒⦋について報告する。最

ᚋに、工業会をᕳき㎸ࢇだこの新しい研究㛤発యไの構築にᦠࢃった本学社会連ᦠ部のコーディネー

ト機能についてゝཬし、ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン出における⏘学ᐁ連ᦠコーディネートの本㉁的要⣲に

ついて考察する。 

２㸬ࢫ࣮ࣜࣛࢫ〇㐀⨨ࡢ㛤Ⓨᴗ 

㸦㸯）研究㛤発の᰾ 

 スラリー㸦slurry）とは、ᾮయに⣽かいᅛయ⢏子が混ᅾした懸⃮ᾮを意する。本事においては、

対象とするሷỈ⁐ᾮに⣽かいị⢏子が混ᅾしており、このị⢏子が๓㏙の「ᅛయ⢏子」に相ᙜするこ

とから「スラリーアイス」とࢇでいる。その他のࡧ方としては、ࢩャー࣋ットịやリキッドアイ

スなど、さまざまな⾲現がある[1]。スラリーアイスに混ᅾするị⢏子の大きさは 0.1㹼0.3࣑リ࣓ー

トルである。このようにᚤ少なị⢏子をྵ᭷するスラリーアイスの性状は、ị⢏子の充ሸ⋡㸦Ice 

Packing Factor, IPF）により異なる。ᕼ㔘ᾏỈやNaCl⁐ᾮなどሷỈ⁐ᾮから〇ịしたスラリーアイス

は、ị充ሸ⋡が 30%௨ୗであれࡤ᧠ᢾ混合をすことで流動性を᭷し、࣏ンプによる㍺㏦が可能とな

る。したがって、㈓蔵したタンクからスラリーアイスを配⟶㍺㏦するには、ị充ሸ⋡が㐺ษに⟶理さ

れていなけれࡤならない。このことは、⁐ᾮ中のሷ分⃰ᗘや ᗘの⟶理とともに、スラリーアイス〇

造⨨を事業化するための重要な研究㛤発要⣲の 1つであった。 

㸦㸰）⏘学ᐁ連ᦠによるスラリーアイス〇造⨨の㛤発 
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 生㩭㣗ရ、特に㨶㢮を新㩭な状態で㛗

ᮇ間保Ꮡする方法として、低ሷ分⃰ᗘのᾏ

Ỉࢩャー࣋ットịが᭷ຠ性であることはᚑ

来から知られていた。しかし、᪤Ꮡのࢩス

テ࣒はᾏỈから〇ịするために、生㩭㨶

㢮に㐺する ᗘや⃰ᗘ等を᭷するࢩャー࣋

ットịを生⏘することがᅔ㞴である[2]。

そこで本学では、〇ịするᾏỈに┿Ỉを混

合させ、これを〇ị機で〇ịするだけで

0.2 リ࣓ートル⛬ᗘのị⢏子が混ᅾする࣑

スラリーアイスが得られる低ሷ分⃰ᗘの〇

ị⨨の㛤発にྲྀり⤌ࢇできた。ᖹᡂ 16

年ᗘから、高知┴内の⁺業機ჾ࣓ーカーで

ある㸦株）Ἠ井㚩工ᡤとの⏘学連ᦠによる研究㛤発を㐍め、ᖹᡂ 19年ᗘᮎには〇ရがᡂし、同社に

て事業化が㛤始された㸦写┿㸯）。このඹ同研究㛤発のᡂ果は、ᖹᡂ 21年ᗘには高知┴主ദの「➨ 24

ᅇᆅ場⏘業大㈹」を受㈹したか、ᖹᡂ 23年ᗘには日刊工業新聞社主ദの「➨ 6ᅇࣔノづくり連ᦠ大

㈹」を受㈹するなどの評価を受けた。 

㸦㸱）スラリーアイス〇造⨨の㛤発とそのᚋの事業展㛤 

 ᖹᡂ 19年ᗘの研究㛤発⤊の┤ᚋからඹ同研究業が中心となり、スラリーアイス〇造⨨の全ᅜ

的な㈍活動が㛤始された。しかし、ணにしてᙜึはれなかった。その理⏤は、᪤Ꮡのスラリ

ーアイス⨨をᡤ᭷しているỈ⏘関ಀ業者の間には、ᅛ定観念的に「㨶の෭༷用ịとしてスラリーア

イスは ᗘが低すぎる」との評価が定╔してしまっていたためであった。したがって、スラリーアイ

ス〇造⨨を㈍するために、ඛずྲྀり⤌まなけれࡤならなかったことは、本⨨の特ᚩやඃ性、

᪤Ꮡの㢮ఝ⨨との㐪い等をỈ⏘関ಀ業者に理ゎしていただくことであった。そのために、ඹ同研究

業と本学研究者が一となって、⁺業༠同⤌合などでのㅮ₇やスラリーアイスによる㩭ᗘᐇ験を行

ってきた。 

 このྲྀり⤌ࡳは、研究㛤発のᣐⅬであるᅄᅜᆅ方に特定して行った。できるだけ高知┴に㏆ഐする

⁺業༠同⤌合等で行うことで、⨨の特ᚩをㄗゎなく理ゎしていただけるように、また⣽やかな対ᛂ

ができるようとの配慮からである。その結果、ឡ┴ឡ༡⏫の⁺業者に➨一ྕ機が⣡ධされたのを⓶

ษりに、⁺業間での情報もⰋい方向で全ᅜに発ಙされ、⣡ධはᅄᅜᆅ方から中ᅜᆅ方、そしてᕞᆅ

方とᗈがり、現ᅾではᾏ㐨からᕞまで 20ྎ௨上が⣡ධされている。この全ᅜ的な⣡ධ展㛤にᙜた

って、イノ࣋ーࣙࢩンジャパン大学見本ᕷやアグリࣅジネス出࢙ࣇア等の展♧会に本⨨をタ⨨し、

来場された⣡ධ᳨ウ者等にᐇ≀を確認して㡬けたことが、重要な要因となったことをグしておきたい。 

 ⣡ධされた⁺業の特ᚩを見ると、ྛᆅ域の特⏘ရとして全ᅜでも᭷ྡな⏘ရをྲྀりᢅっているとこ

ろが多い。えࢧ、ࡤン࣐であれࡤᾏ㐨、カキはᗈᓥ┴およ୕ࡧ重┴、カࢽ、エࣅなどは㫽ྲྀ┴、

タイはឡ┴といったところの関ಀ⁺業者に本⨨は⣡ධされている。すなࡕࢃ、のࣈランドၟရ

を᭦にᕪ別化していくᡓ␎で本⨨を㉎ධしている。高知┴に╔目すると、最ึにᑟධしたのが、土

బの一本㔮りのカ࢜ࢶの⏫として全ᅜにྡを㥅せている中土బ⏫である[3]。ḟいで、ΎỈࢧバのࣈ

ሷỈ䝍ンク
〇ị⨨

㈓ị䝍ンク

 

写┿㸯 中土బ⏫にᑟධされたスラリーアイス〇造 

 （㸦中土బ⏫㩭ᗘ保持研究タ࣒ステࢩ    
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ランド㨶を᭷している土బΎỈᕷが本⨨をᑟධした。 

 ௨上のような⤒⦋を⤒て、本⨨は全ᅜ的に認識されたとุ᩿した。現ᅾはඹ同研究業であった

㸦株）Ἠ井㚩工ᡤが中心となり、NECࢩࣇリティーࢬ株ᘧ会社もこれに参画し事業を㐍めている。 

３㸬⤖⃰⦰ࡢ࣒ࢸࢫࢩ◊✲㛤Ⓨ 

㸦㸯）研究㛤発の⫼景 

 ㎰Ỉ⏘≀に高ຍ価್を与える一ḟຍ工ᢏ⾡には様々なものがあるが、その 1つにᾮ状㣗ရ化があ

る。えࡤ、果≀や㔝⳯であれࡤᦢỒに、Ỉ⏘≀であれࡤ出Ồや㨶⫗エキスに、といったල合である。

㎰Ỉ⏘≀をᾮ状㣗ရにすることで、様々な用㏵の可能性を㣗ရ業⏺にᗈࡆることができる。 

 ᾮ状㣗ရのရ㉁をさらに向上させるᢏ⾡のࡦとつに⃰⦰ᢏ⾡がある。⃰⦰ᢏ⾡は、大別すると、ձ

ຍ⇕発法、ղ⭷分㞳法、そしてճ結⃰⦰法の 3つに分㢮できる。このうࡕ結⃰⦰法は、他の方

法にẚて低 での⃰⦰᧯సを行うことから、ᚤ生≀によるởᰁ、⁐㉁のຎ化、およࡧ発ⰾ㤶性≀

㉁のᩓ㐓を、ᴟめて低いレ࣋ルでᢚえることができる。したがって、結⃰⦰法は最もရ㉁よく⃰⦰

できる手法とされており、㣗ရ業⏺などからὀ目されている。しかし、ᐇ用化された⨨がとࢇど

なく、ᙜヱᢏ⾡の確❧がồめられていた[1]。 

 これら社会的およࡧᢏ⾡的な⫼景を㋃まえ、本学ではこの結⃰⦰ࢩステ࣒の研究㛤発に╔手する

ことにした。そこでは๓㏙のスラリーアイス〇造⨨の〇ရ化を通じて確❧した〇ịᢏ⾡が᰾となる。 

㸦㸰）研究㛤発の᥎㐍と事業化のᶍ⣴ 

 ๓㏙のスラリーアイス〇造⨨は、生㩭㨶㢮の㩭ᗘ保持を目的に㛤発した⨨である。対象とな

るᾮయは、ᕼ㔘ᾏỈもしくは NaClỈ⁐ᾮである。それに対して、結⃰⦰ࢩステ࣒が対象とするᾮయ

は、㣗ရ関ಀでは果Ồ、出Ồ、㨶⫗エキスなど多ᒱにࢃたる。また、環境分㔝でのᗫᾮのฎ理、エネ

ルギー分㔝でのエタノールỈ⁐ᾮの⃰⦰や分㞳などの可能性もᮇᚅされる。しかしながら、これら多

様なᾮయの㐺用が可能な結⃰⦰ᢏ⾡を確❧するためには、高⃰ᗘでのスラリーアイスのᥙきྲྀり

負荷や、ᾮయ粘性の影響を科学的に明らかにするᚲ要がある。さらに、事業化のためには、高⃰⦰ಸ

⋡のᐇ現や、高ᅇ⋡の確保、⃰⦰ᾮのᡂ分評価、ᕷ場ࣔデルの構築など、多くの課題をゎỴしなけ

れࡤならない。 

 ඛず、すでに〇ရ化を果たしているスラリーアイス〇造⨨の機構を本結⃰⦰に᥇用することで、

ရ㉁の安定した⃰⦰が行えるのかどうかの確認を高知┴工業ᢏ⾡センターとඹ同で行った。その結果、

など㎰⏘≀のᦢỒについて、主要なᡂ分とも安定した⃰⦰が行えることを࢞ーࣙࢩ、ࢬࣘ、ンタンࣈ

♧すデータを得ることにᡂຌした[4]。 

㸦㸱）⏘学ᐁ連ᦠによる新たな㛤発యไの構築 

 結⃰⦰ࢩステ࣒の事業化に向け、๓㏙の㸦株）Ἠ井㚩工ᡤと本学の間では、ᘬき続き⏘学連ᦠに

よる研究㛤発に向けた༠㆟を重ࡡてきた。しかし、ᮾ日本大㟈⅏等の影響により、ᢡしも同社の本業

である⁺業機ჾの〇造ࢽーࢬが高まったことや、新たな研究㛤発テー࣐にྲྀり⤌ࡴ๓にスラリーア

イス〇造⨨の㈍と〇造にὀຊしたいとの同社の意向があり、本学としては新たな㛤発యไを構築

しなけれࡤならなくなった。 

 高知┴工業会は、高知┴内工業の⯆と発展のᐤ与を目指して活動を行っている、ものづくり

業などからなる業⏺ᅋయである。日㡭から、会ဨ業の情報化やᢏ⾡㠉新、ேᮦ⫱ᡂ、相の交流に
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 ㎰Ỉ⏘≀に高ຍ価್を与える一ḟຍ工ᢏ⾡には様々なものがあるが、その 1つにᾮ状㣗ရ化があ

る。えࡤ、果≀や㔝⳯であれࡤᦢỒに、Ỉ⏘≀であれࡤ出Ồや㨶⫗エキスに、といったල合である。

㎰Ỉ⏘≀をᾮ状㣗ရにすることで、様々な用㏵の可能性を㣗ရ業⏺にᗈࡆることができる。 

 ᾮ状㣗ရのရ㉁をさらに向上させるᢏ⾡のࡦとつに⃰⦰ᢏ⾡がある。⃰⦰ᢏ⾡は、大別すると、ձ

ຍ⇕発法、ղ⭷分㞳法、そしてճ結⃰⦰法の 3つに分㢮できる。このうࡕ結⃰⦰法は、他の方

法にẚて低 での⃰⦰᧯సを行うことから、ᚤ生≀によるởᰁ、⁐㉁のຎ化、およࡧ発ⰾ㤶性≀

㉁のᩓ㐓を、ᴟめて低いレ࣋ルでᢚえることができる。したがって、結⃰⦰法は最もရ㉁よく⃰⦰

できる手法とされており、㣗ရ業⏺などからὀ目されている。しかし、ᐇ用化された⨨がとࢇど

なく、ᙜヱᢏ⾡の確❧がồめられていた[1]。 

 これら社会的およࡧᢏ⾡的な⫼景を㋃まえ、本学ではこの結⃰⦰ࢩステ࣒の研究㛤発に╔手する

ことにした。そこでは๓㏙のスラリーアイス〇造⨨の〇ရ化を通じて確❧した〇ịᢏ⾡が᰾となる。 

㸦㸰）研究㛤発の᥎㐍と事業化のᶍ⣴ 

 ๓㏙のスラリーアイス〇造⨨は、生㩭㨶㢮の㩭ᗘ保持を目的に㛤発した⨨である。対象とな

るᾮయは、ᕼ㔘ᾏỈもしくは NaClỈ⁐ᾮである。それに対して、結⃰⦰ࢩステ࣒が対象とするᾮయ

は、㣗ရ関ಀでは果Ồ、出Ồ、㨶⫗エキスなど多ᒱにࢃたる。また、環境分㔝でのᗫᾮのฎ理、エネ

ルギー分㔝でのエタノールỈ⁐ᾮの⃰⦰や分㞳などの可能性もᮇᚅされる。しかしながら、これら多

様なᾮయの㐺用が可能な結⃰⦰ᢏ⾡を確❧するためには、高⃰ᗘでのスラリーアイスのᥙきྲྀり

負荷や、ᾮయ粘性の影響を科学的に明らかにするᚲ要がある。さらに、事業化のためには、高⃰⦰ಸ

⋡のᐇ現や、高ᅇ⋡の確保、⃰⦰ᾮのᡂ分評価、ᕷ場ࣔデルの構築など、多くの課題をゎỴしなけ

れࡤならない。 

 ඛず、すでに〇ရ化を果たしているスラリーアイス〇造⨨の機構を本結⃰⦰に᥇用することで、

ရ㉁の安定した⃰⦰が行えるのかどうかの確認を高知┴工業ᢏ⾡センターとඹ同で行った。その結果、

など㎰⏘≀のᦢỒについて、主要なᡂ分とも安定した⃰⦰が行えることを࢞ーࣙࢩ、ࢬࣘ、ンタンࣈ

♧すデータを得ることにᡂຌした[4]。 

㸦㸱）⏘学ᐁ連ᦠによる新たな㛤発యไの構築 

 結⃰⦰ࢩステ࣒の事業化に向け、๓㏙の㸦株）Ἠ井㚩工ᡤと本学の間では、ᘬき続き⏘学連ᦠに

よる研究㛤発に向けた༠㆟を重ࡡてきた。しかし、ᮾ日本大㟈⅏等の影響により、ᢡしも同社の本業

である⁺業機ჾの〇造ࢽーࢬが高まったことや、新たな研究㛤発テー࣐にྲྀり⤌ࡴ๓にスラリーア

イス〇造⨨の㈍と〇造にὀຊしたいとの同社の意向があり、本学としては新たな㛤発యไを構築

しなけれࡤならなくなった。 

 高知┴工業会は、高知┴内工業の⯆と発展のᐤ与を目指して活動を行っている、ものづくり

業などからなる業⏺ᅋయである。日㡭から、会ဨ業の情報化やᢏ⾡㠉新、ேᮦ⫱ᡂ、相の交流に

 

 
 

よる新〇ရの㛤発やඹ同受ὀの᥎㐍などを行っている。ᖹᡂ 22年ᗘに他⏘業連ᦠጤဨ会がタ⨨されて

௨㝆、㎰ᯘỈ⏘分㔝との異業種交流や、大学等研究機関との交流᥎㐍のᙉ化がᅗられてきた。 

 一方、本学ではᖹᡂ 23年ᗘに、外部との❆ཱྀ機能とコーディネート機能を本務とする⤌⧊として社

会連ᦠ部がㄌ生し、社会㸦⏘業、ᆅ域、行ᨻ、他大学等）との連ᦠをよりᙉ化、᥎㐍していく本学の

ጼໃが♧された。 

 高知┴工業会と本学との間では௨๓から交流はあったが、上グのような方の⫼景のもと、本学社

会連ᦠ部が主ദ事務ᒁとなり、高知┴工業会他⏘業連ᦠጤဨ会と本学ᆅ域連ᦠ機構とのึめての意見

交会とタ見学会がᖹᡂ 23年ᗘᮎにദされた。このときに結⃰⦰ᢏ⾡を⤂したことがዎ機とな

り、同会事務ᒁと本学社会連ᦠ部が༠ຊした⏘学ᐁ連ᦠの一環として、同会の会ဨ業に対して、

結⃰⦰ࢩステ࣒の研究㛤発に参画する事業者の一⯡公ເをึめて行うことになった。ᖹᡂ 24年 4᭶に

会ဨ業向けの全యㄝ明会と意見交会を㛤ദし、┴内 4事業者が出ᖍした。そのᚋのಶ別༠㆟の結

果、2 社㸦㸦株）ᇉ内、ග㟁タ㸦株））と本学との間で研究㛤発を㛤始することがỴまった。ここに高

知工業高等ᑓ門学ᰯおよࡧ高知┴工業ᢏ⾡センター、㸦㈈）高知┴⏘業⯆センターがຍࢃり、ᅗ㸯に

♧す研究㛤発యไが構築された。この⤒⦋の中で、㸦株）ᇉ内をコア業とする研究㛤発ᥦ「懸⃮結

ᬗ法による結⃰⦰ࢩステ࣒の㛤発」が、⤒῭⏘業┬のጤク事業である「ᡓ␎的基┙ᢏ⾡高ᗘ化ᨭ

事業」に᥇ᢥされた㸦研究㛤発ᮇ間㸸ᖹᡂ 24㹼26年ᗘ）[5]。 

 このように、本学と高知┴工業会とが⤌⧊ࡄるࡳで連ᦠし、大学のᢏ⾡ࢩーࢬを᰾とした⏘学ᐁ連

ᦠによる研究㛤発యไを構築したはこれまでにない。この新しいྲྀり⤌ࡳのᬑ㐢的要⣲を௨ୗに考

察する。 

 

ᅗ㸯 研究㛤発యไᅗ 

㸲㸬⪃ᐹ 㹼ᆅᇦࡢࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ᥎㐍⏘Ꮫᐁ㐃ᦠࡢࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥᙺ㹼 

 ここで㏙た⏘学ᐁ連ᦠによる研究㛤発のྲྀり⤌ࡳは➃⥴についたࡤかりであるが、ᆅ域イノ࣋ー

 。ンのಁ㐍と⏘学ᐁ連ᦠにᙜたってのコーディネータの役に関して、ḟのことが♧၀されるࣙࢩ

㸦㸯）ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩンのಁ㐍 

 本✏でグした事は、科学ᢏ⾡によるᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン出を目指すྲྀり⤌ࡳであるのࡳならず、
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ᆅ域⏘業社会の活性化にも㈉献するという観Ⅼからもὀ目されるきものと考える。┿のイノ࣋ーࢩ

ࣙンは、ձテクノロジー・イノ࣋ーࣙࢩン、ղࣅジネス・イノ࣋ーࣙࢩン、ճࢯーࢩャル・イノ࣋ー

ンのࣙࢩ 3 つのイノ࣋ーࣙࢩンが一యになってこそᡂり❧つ[6]。この観Ⅼから、本事ではḟのよ

うなことがゝえる。 

 ձテクノロジー・イノ࣋ーࣙࢩンの観Ⅼからは、᰾となる研究ࢩーࢬ㸦懸⃮結ᬗ法による結⃰⦰

ᢏ⾡）自యが特異な新つᢏ⾡で、事業化されたがᴟめて少ない。事業化がᐇ現すれࡤ、ୡ⏺に

のない、低コスト、ᑠᆺ、高⃰ᗘ、高ᅇ⋡の結⃰⦰ᢏ⾡が確❧される。 

 ղࣅジネス・イノ࣋ーࣙࢩンの観Ⅼからは、結⃰⦰ᢏ⾡を活用したࣅジネスࣔデルは日本に๓

がない。また、この結⃰⦰ࢩステ࣒をᑟධすることにより、事業者において┬エネルギー化や

低コスト化などの⤒Ⴀ㠉新にも㈉献できる。 

 ճࢯーࢩャル・イノ࣋ーࣙࢩンの観Ⅼからは、㣗ရ分㔝での結⃰⦰ࢽーࢬが㢧ᅾ化しつつある

か、環境分㔝やエネルギー分㔝でも展㛤の可能性があり、社会ၥ題のゎỴにも㈉献できる。さら

に、結⃰⦰をキーワードにした新たなຍ価್を社会にᥦ౪できる可能性がある。 

㸦㸰）⏘学ᐁ連ᦠコーディネータの役 

 工業会をᕳき㎸ࢇだ新たな研究㛤発యไの構築をᐇ現した原動ຊは、研究ࢩーࢬを᭷する研究者本

ேの⇕意とぬᝅによるところが大きい。しかし、それにຍえて、本学社会連ᦠ部がᙜヱ研究者とᆅඖ

業との࣐ッチングに大きく㈉献した。すなࡕࢃ、同部が学内外でコーディネート機能を果たした。

そこでのキーワードは、ձ情報のඹ᭷、ղ意ᛮの確認、ճඹ᭷情報の目的化、մ目๓の方策、である。

௨ୗにそのことをヲ㏙する。 

 学内での「情報のඹ᭷」「意ᛮの確認」「ඹ᭷情報の目的化」「目๓の方策」ۑ 

  ᙜヱ研究者は、イノ࣋ーࣙࢩンジャパンなど全ᅜレ࣋ルでの見本ᕷ等を通じて、結⃰⦰ࢩステ

ステࢩ⦰を用したいという様々な⏘業からの大きなᮇᚅを自らᐇ感していた。また、結࣒⃰

でᆅ域のࢬーࢩỴ意を持って研究を㐍めていた。さらに、「自らの研究ࡠの事業化に୪々なら࣒

⏘業⯆と活性化に㈉献したい」というᙉいいを持っていた。だが、⏘学連ᦠのパートࢼーと

なる業に出会えず、ⱞᝎしていた。このような研究者の⇕いいは、本学社会連ᦠ部との間で

ඹ᭷され㸦情報のඹ᭷）、同じ志のもとで行動するく高いಙ㢗関ಀが築かれ、上㛗からのゎ

とᛂも得ることができた㸦意ᛮの確認）。そして、ᆅඖ業との⏘学連ᦠయไを構築しようと

のỴ意に⮳った㸦ඹ᭷情報の目的化）。パートࢼー᥈しの➨一Ṍとして、社会連ᦠ部が高知┴工

業会事務ᒁと༠ຊし、本学と工業会との連ᦠによるึめての一⯡公ເのᐇと全యㄝ明会の㛤ദ

をỴめた㸦目๓の方策）。この時Ⅼにおいて、ᙜヱ研究者は高知┴工業ᢏ⾡センターや高知工業

高等ᑓ門学ᰯとඹ同研究にྲྀり⤌ࢇでおり、研究機関間の連ᦠ㸦学学連ᦠ）の⣲ᆅは出来上がっ

ていたこともグしたい。 

 学での「情報のඹ᭷」「意ᛮの確認」「ඹ᭷情報の目的化」「目๓の方策」⏘ۑ 

  上㏙した一⯡公ເには┴内 4事業者が⯆を♧すという、Ⰻい意でᛮいがけない結果となった。

全యㄝ明会では、本学がᢕᥱしている研究㛤発動向や⏘業ࢽーࢬ、本学が᭷するᢏ⾡のඃ性、

ᙜヱ研究者のᆅඖのい、そして、参ຍ事業者のそれぞれのᛮᝨなどがヰし合ࢃれた㸦情報の

ඹ᭷）。全యㄝ明会の㛤ദᚋ、ಶ別の㠃ㄯを行い、最ᚋまでこの事業をやりᢤくぬᝅはあるのか、
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業として主య的にྲྀり⤌ࡴయไがあるか、⤒Ⴀトップのᡓ␎的なุ᩿と理ゎが得られているか、

といったことをྵめた✺っ㎸ࢇだ㆟論を行った。㸦意ᛮの確認）。そのᚋの⤒⦋により、参ຍ事業

者は 2社に⤠りこまれたが、どなくして㛤ദされた全యキック࣑ࣇ࢜ーティングでは、ᑗ来的

な事業化構、研究㛤発目ᶆ、ಶ別項目とヲ⣽計画およྛࡧ者の役分担などを確認し、事業化

のලయ策を構築した㸦ඹ᭷情報の目的化）。これらを⫼景にして、⤒῭⏘業┬ጤクの「ᡓ␎的基

┙ᢏ⾡高ᗘ化ᨭ事業」の᥇ᢥを目指すことをỴめた㸦目๓の方策）。この事業は業が主యと

なって⏦ㄳするᚲ要がある。このことが、本学と業との間での情報ඹ᭷とᢏ⾡⛣㌿のಁ㐍にᐤ

与した。ࠏษ間㏆の短ᮇỴᡓであったが、ᙜヱ研究者と社会連ᦠ部が一⥴になってྛ機関を足⦾

く㉮りᅇったことも、参画機関の意識向上に⧅がり、年ᗘの᥇ᢥに⮳ったものと考える。 

㸴㸬ࡾࢃ࠾ 

 ここで㏙た⏘学ᐁ連ᦠによる新たな研究㛤発యไの構築にᙜたり、コーディネート⤌⧊として社

会連ᦠ部が意識したことは、コーディネート業務の本㉁ともいうき「ࣄトとࣄトとを⧅ࡆること」

であった[7]。そこではᙜ然ながら、コーディネートの᰾となる構ຊがᙉくၥࢃれる。ここでいう

構ຊとは、新たなコトを生ࡳ出す行Ⅽとそのᐇ㊶そのものである[8]。 

 ⏘学ᐁ連ᦠネットワークを構築する本㉁的ඹ通要⣲として、「生きた情報と知識」と「ᐦなるே的ネ

ットワーク」がᣲࡆられる[9]。本事では、研究者が自ら集めてきた⏘業ࢽーࢬ、これまでの研究

のᐇ⦼、ᢏ⾡の၏一性とඃ性、事業化のክ、研究者本ேのᙉいいなどが、「生きた情報や知識」

としてᣲࡆられる。見本ᕷ等をきっかけにᇵってきた様々な業関ಀ者と本学研究者とのே的交流、

本学研究者と社会連ᦠ部のᖖ日㡭からの情報交流と連ᦠ行動、そして、本学と高知┴工業会との連ᦠ

と交流などが、「ᐦなるே的ネットワーク」としてᣲࡆられる。これらの「生きた情報と知識」と「ᐦ

なるே的ネットワーク」なくして、このたࡧの研究㛤発యไの構築のᐇ現、すなࣄ」ࡕࢃトとࣄトと

を⧅ࡄ」ことのᐇ現はᅔ㞴であったことは間㐪いない。 

 なお、ᖹᡂ 24年 3᭶ᮎを௨て業務⤊、㛢㤋となった JSTイノ࣋ーࣙࢩンࢧテライト高知は、ᖹᡂ

17年ᗘのタ⨨௨来、高知┴工業会の会㛗を同ࢧテライトの㐠Ⴀጤဨ会ጤဨにጤკした。さらに、同ࢧ

テライトの職ဨが高知┴工業会の全య交流会やጤဨ会活動等に参ຍしたりするなど、日㡭から工業会

との交流を㐍めていた。これらのノウࣁウ等が本学に⥅がれ、本事に活かされたこともグしたい。 

ㅰ㎡ 

 本発⾲にᙜたりࡈ༠ຊを㡬きました、⣽川㝯ᘯ・高知工科大学ྡᩍᤵに῝く感ㅰいたします。 
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